
呉工業高等専門学校 開講年度 令和06年度 (2024年度) 授業科目 卒業研究
科目基礎情報
科目番号 0107 科目区分 専門 / 必修
授業形態 実験 単位の種別と単位数 履修単位: 10
開設学科 機械工学科 対象学年 5
開設期 通年 週時間数 10
教科書/教材 各研究に関連した資料や配布プリント
担当教員 岩本 英久,中迫 正一,野村 高広,山田 祐士,上寺 哲也,國安 美子,野波 諒太,水村 正昭
到達目標
１．各研究分野において自主的に継続して学習しつつ，研究を遂行できること。
２．データを解析・考察し，卒業論文が書けること。
３．発表や討議ができること。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
各研究分野において自主的に継続
して学習しつつ，研究をより良く
遂行できること。

各研究分野において自主的に継続
して学習しつつ，研究を遂行でき
ること。

各研究分野において自主的に継続
して学習することができず，研究
を遂行できない。

評価項目2 データを解析・考察し，より良い
卒業論文が書けること。

データを解析・考察し，卒業論文
が書けること。

データを解析・考察できず，卒業
論文が書けない。

評価項目3 発表や討議がより良くできること
。 発表や討議ができること。 発表や討議ができない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
卒業研究は，高専で学んだ専門的知識や技術の集大成と考えており，自主的な研究能力の育成，研究方法・専門的知識
の習得，技術者としての開発・企画能力の向上を目的としている。また，教員と学生の密接なふれあいによって人間形
成を図ることも大切である。研究テーマとしては，機械工学の各分野の学術的課題，先端技術に関する課題，地域産業
に密着した課題などがある。本授業は，就職および進学の両方に関連する。

授業の進め方・方法 原則として２人１組で，特定の研究テーマについて教員の指導を受けながら研究を進めていく。研究成果は卒業研究論
文にまとめて報告するとともに，卒業研究発表会において講演し，質疑応答を行う。

注意点

卒業研究は科目毎に学んだ知識を総合的に理解する貴重な科目である。したがって，他の科目以上に自ら進んで積極的
に取り組む必要がある。自ら取り組めば大きな学習・教育効果が得られる。早く研究テーマに興味を持つよう心がける
。興味が湧けば自ずから楽しく研究できるようになる。指導教員と相談し，渡された文献を読破し，研究計画を立て
，研究を進める。質問等が生じた場合には指導教員と相談し，解決すること。分からないことを持ち越すと研究が進ま
なくなる。その日にやった研究をノートに付け，疑問点，解決方法，質問事項を整理し，次の研究の準備をしておく。

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 安全教育，研究テーマ・指導教員の決定 各研究分野において自主的に継続して学習しつつ，研
究を遂行できること。

2週 指導教員により研究テーマおよび研究内容の提示・研
究実施

各研究分野において自主的に継続して学習しつつ，研
究を遂行できること。

3週 指導教員により研究テーマおよび研究内容の提示・研
究実施

各研究分野において自主的に継続して学習しつつ，研
究を遂行できること。

4週 指導教員により研究テーマおよび研究内容の提示・研
究実施

各研究分野において自主的に継続して学習しつつ，研
究を遂行できること。

5週 指導教員により研究テーマおよび研究内容の提示・研
究実施

各研究分野において自主的に継続して学習しつつ，研
究を遂行できること。

6週 指導教員により研究テーマおよび研究内容の提示・研
究実施

各研究分野において自主的に継続して学習しつつ，研
究を遂行できること。

7週 指導教員により研究テーマおよび研究内容の提示・研
究実施

各研究分野において自主的に継続して学習しつつ，研
究を遂行できること。

8週 指導教員により研究テーマおよび研究内容の提示・研
究実施

各研究分野において自主的に継続して学習しつつ，研
究を遂行できること。

2ndQ

9週 指導教員により研究テーマおよび研究内容の提示・研
究実施

各研究分野において自主的に継続して学習しつつ，研
究を遂行できること。

10週 指導教員により研究テーマおよび研究内容の提示・研
究実施

各研究分野において自主的に継続して学習しつつ，研
究を遂行できること。

11週 指導教員により研究テーマおよび研究内容の提示・研
究実施

各研究分野において自主的に継続して学習しつつ，研
究を遂行できること。

12週 指導教員により研究テーマおよび研究内容の提示・研
究実施

各研究分野において自主的に継続して学習しつつ，研
究を遂行できること。

13週 指導教員により研究テーマおよび研究内容の提示・研
究実施

各研究分野において自主的に継続して学習しつつ，研
究を遂行できること。

14週 指導教員により研究テーマおよび研究内容の提示・研
究実施

各研究分野において自主的に継続して学習しつつ，研
究を遂行できること。

15週 指導教員により研究テーマおよび研究内容の提示・研
究実施

各研究分野において自主的に継続して学習しつつ，研
究を遂行できること。

16週

後期 3rdQ
1週 研究の継続 データを解析・考察し，卒業論文が書けること。
2週 研究の継続 データを解析・考察し，卒業論文が書けること。



3週 研究の継続 データを解析・考察し，卒業論文が書けること。
4週 研究の継続 データを解析・考察し，卒業論文が書けること。
5週 研究の継続 データを解析・考察し，卒業論文が書けること。
6週 研究の継続 データを解析・考察し，卒業論文が書けること。
7週 研究の継続 データを解析・考察し，卒業論文が書けること。
8週 研究の継続 データを解析・考察し，卒業論文が書けること。

4thQ

9週 研究の継続 データを解析・考察し，卒業論文が書けること。
10週 研究の継続 データを解析・考察し，卒業論文が書けること。
11週 研究の継続 データを解析・考察し，卒業論文が書けること。
12週 研究の継続 データを解析・考察し，卒業論文が書けること。
13週 研究の継続 データを解析・考察し，卒業論文が書けること。
14週 研究の継続 データを解析・考察し，卒業論文が書けること。
15週 卒業論文の提出と卒業研究発表会 発表や討議ができること。
16週

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週

基礎的能力 人文・社会
科学 英語

英語運用能
力向上のた
めの学習

関心のあるトピックについて、200語程度の文章をパラグラフラ
イティングなど論理的文章の構成に留意して書くことができる。 3

関心のあるトピックや自分の専門分野に関する論文やマニュアル
などの概要を把握し、必要な情報を読み取ることができる。 3

英文資料を、自分の専門分野に関する論文の英文アブストラクト
や口頭発表用の資料等の作成にもつながるよう、英文テクニカル
ライティングにおける基礎的な語彙や表現を使って書くことがで
きる。

3

分野横断的
能力

汎用的技能 汎用的技能 汎用的技能
円滑なコミュニケーションのために図表を用意できる。 3
特性要因図、樹形図、ロジックツリーなど課題発見・現状分析の
ために効果的な図や表を用いることができる。 3

態度・志向
性(人間力)

態度・志向
性

態度・志向
性

周囲の状況と自身の立場に照らし、必要な行動をとることができ
る。 3

自らの考えで責任を持ってものごとに取り組むことができる。 3
目標の実現に向けて計画ができる。 3
目標の実現に向けて自らを律して行動できる。 3
日常の生活における時間管理、健康管理、金銭管理などができる
。 3

社会の一員として、自らの行動、発言、役割を認識して行動でき
る。 3

チームで協調・共同することの意義・効果を認識している。 3
チームで協調・共同するために自身の感情をコントロールし、他
者の意見を尊重するためのコミュニケーションをとることができ
る。

3

当事者意識をもってチームでの作業・研究を進めることができる
。 3

チームのメンバーとしての役割を把握した行動ができる。 3
リーダーがとるべき行動や役割をあげることができる。 3
適切な方向性に沿った協調行動を促すことができる。 3
リーダーシップを発揮する(させる)ためには情報収集やチーム内
での相談が必要であることを知っている 3

法令やルールを遵守した行動をとれる。 3
他者のおかれている状況に配慮した行動がとれる。 3
技術が社会や自然に及ぼす影響や効果を認識し、技術者が社会に
負っている責任を挙げることができる。 3

自身の将来のありたい姿(キャリアデザイン)を明確化できる。 3
その時々で自らの現状を認識し、将来のありたい姿に向かってい
くために現状で必要な学習や活動を考えることができる。 3

キャリアの実現に向かって卒業後も継続的に学習する必要性を認
識している。 3

これからのキャリアの中で、様々な困難があることを認識し、困
難に直面したときの対処のありかた(一人で悩まない、優先すべ
きことを多面的に判断できるなど)を認識している。

3

高専で学んだ専門分野・一般科目の知識が、企業や大学等でどの
ように活用・応用されるかを説明できる。 3

企業等における技術者・研究者等の実務を認識している。 3
企業人としての責任ある仕事を進めるための基本的な行動を上げ
ることができる。 3

企業における福利厚生面や社員の価値観など多様な要素から自己
の進路としての企業を判断することの重要性を認識している。 3

企業には社会的責任があることを認識している。 3
企業が国内外で他社(他者)とどのような関係性の中で活動してい
るか説明できる。 3

調査、インターンシップ、共同教育等を通して地域社会・産業界
の抱える課題を説明できる。 3



企業活動には品質、コスト、効率、納期などの視点が重要である
ことを認識している。 3

社会人も継続的に成長していくことが求められていることを認識
している。 3

技術者として、幅広い人間性と問題解決力、社会貢献などが必要
とされることを認識している。 3

技術者が知恵や感性、チャレンジ精神などを駆使して実践な活動
を行った事例を挙げることができる。 3

高専で学んだ専門分野・一般科目の知識が、企業等でどのように
活用・応用されているかを認識できる。 3

高専で学んだ専門分野・一般科目の知識が、企業等でどのように
活用・応用されているかを認識できる。 3

企業人として活躍するために自身に必要な能力を考えることがで
きる。 3

コミュニケーション能力や主体性等の「社会人として備えるべき
能力」の必要性を認識している。 3

総合的な学
習経験と創
造的思考力

総合的な学
習経験と創
造的思考力

総合的な学
習経験と創
造的思考力

工学的な課題を論理的・合理的な方法で明確化できる。 3
公衆の健康、安全、文化、社会、環境への影響などの多様な観点
から課題解決のために配慮すべきことを認識している。 3

要求に適合したシステム、構成要素、工程等の設計に取り組むこ
とができる。 3

提案する設計解が要求を満たすものであるか評価しなければなら
ないことを把握している。 3

経済的、環境的、社会的、倫理的、健康と安全、製造可能性、持
続可能性等に配慮して解決策を提案できる。 3

評価割合
指導教員の総合
評価

指導教員以外の
論文完成度評価

指導教員以外の
卒研発表評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 50 25 25 0 0 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 50 25 25 0 0 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0


